
各種相談

　新郷村新型コロナウイルス検査費助成事業、
新郷村高齢者等新型コロナウイルス検査費助成
事業は、令和４年３月31日をもちまして、助成
申請の受付を終了させていただきます。病院で
自費での検査をされた方で、まだ申請をされて
いない場合、お早めにご相談ください。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555（内12）

新型コロナウイルス検査費
助成受付終了のお知らせ４月

男　1,132人（－６人）
女　1,155人（－４人）
計　2,287人（－10人）
世帯数906世帯（＋１世帯）
（令和４年２月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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燃えるごみ収集日

〈令和３年度卒業者数〉
新郷小学校　　　18名
新郷中学校　　　９名
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今月の話題

燃えるごみ収集日

我 が 家 の 家 族 紹 介

虎之介くん（５ヶ月）
地区：西越
内気な性格で、初めて会う人
には緊張しちゃう。家族に
は、とっても甘えん坊。

キキちゃん（９ヶ月）
地区：西越
猫カフェからやってきまし
た。おとなしくマイペースな
性格。

ご卒業おめでとうございます！

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（相談室）
人権相談
４月８日　午前９時～正午

（相談室）
障がい者出張相談
４月13日  ※予約制
℡61－7555

（総合福祉センター）
行政相談
４月19日　午前９時～11時

（相談室）
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ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）
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資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）
人権相談

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

行政相談第449回
親子早起き掃除

障がい者出張相談
（予約制）

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集受付
（～11日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えないごみ収集日

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）
乳児・１歳６ヶ月児・
２歳児健康診査

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報 月号
2022年
令和４年

No.312

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

28 29 30 31

３
思
い
出
を
胸
に
、

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ



思
い
出
の
学
び
舎

　
春
光
穏
や
か
な
３
月

11
日
、
中
学
校
で
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
統
合
後
、
初
の

卒
業
生
と
な
っ
た
の
は
、

９
名
の
生
徒
。

 

退
場
時
に
は
、
恩
師
や

保
護
者
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
学
び
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　
卒
業
式
が
終
わ
る

と
、
在
校
生
、
教
職

員
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
、
玄
関
で
卒
業
生

を
出
迎
え
、
旅
立
ち

を
見
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
た
ち
は
、

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

一
人
一
人
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
一
番
の
思
い
出
は
、
体
育

祭
で
白
組
の
団
長
を
務
め
た

こ
と
で
す
。
み
ん
な
を
ま
と

め
る
の
は
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
先
生

の
方
々
、
両
親
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
文
化
祭
で
み
ん
な
で
演
劇

を
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
！
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
や
り
き
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
15
年
間
支
え
て
く
れ
た
家

族
に「
あ
り
が
と
う
」と
伝
え

た
い
で
す
！

二
人
の
生
徒
会
長

　
中
学
校
で
は
、
統
合
後
、
新
た
な

校
風
を
築
く
た
め
、
山
田
さ
ん（
旧
新

郷
中
）と
横
道
さ
ん（
旧
野
沢
中
）の

二
人
が
生
徒
会
長
を
努
め
ま
し
た
。

答
辞
で
は
、
統
合
後
の
心
境
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
学
校
生
活
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん「
統
合
後
の
、
こ
の
一
年
間
は
駆
け
抜
け
る

よ
う
に
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
た
ち
は
目

を
見
開
き
、
心
を
動
か
し
て
、
大
切
な
仲
間
や
思
い
出
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。」

　
横
道
さ
ん「
中
学
校
生
活
が
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た

こ
と
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
時
代
で
も
ど
ん
な
状
況
で
も
、

一
緒
に
頑
張
る
仲
間
が
い
て
、
一
緒
に
過
ご
せ
る
場
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
は
い
つ
で
も
楽
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　
二
人
は
、
新
郷
中
学
校
の
新
た
な
伝
統
を
築
く
こ
と

を
、
在
校
生
に
託
し
答
辞
を
終
え
ま
し
た
。

出
会
え
て
よ
か
っ
た
、
最
高
の
仲
間
た
ち

海野さん横沢さん

《新郷中学校》

　
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部（
三

村
申
吾
支
部
長
）よ
り
、
赤
十
字
奉

仕
団
団
員
功
労
表
彰
支
部
長
感
謝

状
が
長
野
さ
ん
へ
贈
ら
れ
、
３
月

３
日
、
櫻
井
村
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら

赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し
て
活
動

し
、
14
年
か
ら
は
村
赤
十
字
奉
仕

団
副
委
員
長
、
川
代
地
区
分
団
長

を
兼
任
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
さ
ん
は「
今
後
も
地
域
の
た

め
に
清
掃
活
動
や
花
植
え
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
、
櫻
井
村
長

か
ら
は「
こ
れ
か
ら
も
奉
仕
の
気
持

ち
を
も
っ
て
活
動
し
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

新
郷
村
学
習
塾
の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
習
塾
は
、
村
内
の
中
学
３
年

生
を
対
象
に
、
英
語
と
数
学
の
学
力
向

上
と
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

無
料
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
指
導
は
各

90
分
で
、
８
月
か
ら
年
始
年
末
を
除
く

土
曜
日
に
開
か
れ
、
全
23
回
の
開
講
と

な
り
ま
し
た
。
７
年
目
と
な
る
今
年
度

の
対
象
者
は
９
名
で
、
申
込
者
は
７
名

で
し
た
。
塾
長
の
岡
田
教
育
長
は「
ス

ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
努
力
は
裏
切
ら
な

い
。
努
力
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
」と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
講
義
を
終
え
た
塾
生
か
ら
は

「
塾
で
の
学
習
を
今
後
に
生
か
し
、
勉

強
に
励
ん
で
い
く
」「
苦
手
な
と
こ
ろ
を

把
握
し
、
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
の
声
と
と
も
に
、
指
導
員
た
ち
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

月
刊
誌
花
の
絵
あ
ふ
れ

春
隣

佐
　
藤
　
直
　
子

餅
干
し
て
孫
の
笑
顔
が

目
に
浮
か
ぶ鹿

　
島
　
千
惠
子

吊
る
し
柿
甘
さ
貯
え

窓
の
外

金
　
沢
　
福
　
笑

バ
レ
ン
タ
イ
ン
仏
前
チ
ョ
コ
か

ビ
ー
ル
か
な

福
　
山
　
昭
　
子

啄
木
鳥
の
谺
す
る
森
春
隣

佐
　
藤
　
章
　
一

村
人
の
農
具
の
準
備
春
隣

畑
　
山
　
敏
　
則

春
隣
進
ん
だ
ま
ま
の

か
け
時
計

鹿
　
島
　
惠
美
子

春
間
近
空
き
家
と
な
り
し

隣
家
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

　
令
和
４
年
第
１
回
新
郷
村

議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
か

ら
３
月
10
日
ま
で
開
か
れ
、

次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
額
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
、６
３
０
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
30
億
２
、１

８
７
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

５
５
８
万
６
千
円

・
青
森
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
市
町
村
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金

２
、３
７
０
万
円

  

歳
出

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
対
応
地
域
振
興
商

品
券

２
、３
０
０
万
円

　
こ
の
た
び
、
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
３
月

11
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
引
き
続
き
教
育
長
の
職
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私
の
最
終
目
標「
村
民
憲
章
の
具
現

化
を
図
り
、
将
来
、
新
郷
村
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
る
」に

向
か
っ
て
、
様
々
な
施
策
を
実
現
し

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
理
解
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
任
期
は
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で
）

令
和
４
年
第
１
回
　
新
郷
村
議
会
定
例
会

新
郷
村
教
育
長
に
岡
田
稔
氏（
69
歳
）再
任

令
和
３
年
度
赤
十
字
奉
仕
団

団
員
功
労
表
彰
支
部
長
表
彰

土
曜
塾
閉
塾
式

成
果
を
胸
に
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笑
顔
で
旅
立
つ
卒
業
式



思
い
出
の
学
び
舎

　
春
光
穏
や
か
な
３
月

11
日
、
中
学
校
で
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
統
合
後
、
初
の

卒
業
生
と
な
っ
た
の
は
、

９
名
の
生
徒
。

 

退
場
時
に
は
、
恩
師
や

保
護
者
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
学
び
舎
を
後
に

し
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　
卒
業
式
が
終
わ
る

と
、
在
校
生
、
教
職

員
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
、
玄
関
で
卒
業
生

を
出
迎
え
、
旅
立
ち

を
見
送
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
た
ち
は
、

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

一
人
一
人
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
一
番
の
思
い
出
は
、
体
育

祭
で
白
組
の
団
長
を
務
め
た

こ
と
で
す
。
み
ん
な
を
ま
と

め
る
の
は
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
先
生

の
方
々
、
両
親
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
文
化
祭
で
み
ん
な
で
演
劇

を
し
た
こ
と
が
一
番
の
思
い

出
！
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
や
り
き
る
こ
と
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
15
年
間
支
え
て
く
れ
た
家

族
に「
あ
り
が
と
う
」と
伝
え

た
い
で
す
！

二
人
の
生
徒
会
長

　
中
学
校
で
は
、
統
合
後
、
新
た
な

校
風
を
築
く
た
め
、
山
田
さ
ん（
旧
新

郷
中
）と
横
道
さ
ん（
旧
野
沢
中
）の

二
人
が
生
徒
会
長
を
努
め
ま
し
た
。

答
辞
で
は
、
統
合
後
の
心
境
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
学
校
生
活
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん「
統
合
後
の
、
こ
の
一
年
間
は
駆
け
抜
け
る

よ
う
に
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
た
ち
は
目

を
見
開
き
、
心
を
動
か
し
て
、
大
切
な
仲
間
や
思
い
出
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。」

　
横
道
さ
ん「
中
学
校
生
活
が
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
た

こ
と
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
時
代
で
も
ど
ん
な
状
況
で
も
、

一
緒
に
頑
張
る
仲
間
が
い
て
、
一
緒
に
過
ご
せ
る
場
が
あ

れ
ば
、
そ
こ
は
い
つ
で
も
楽
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　
二
人
は
、
新
郷
中
学
校
の
新
た
な
伝
統
を
築
く
こ
と

を
、
在
校
生
に
託
し
答
辞
を
終
え
ま
し
た
。

出
会
え
て
よ
か
っ
た
、
最
高
の
仲
間
た
ち

海野さん横沢さん

《新郷中学校》

　
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部（
三

村
申
吾
支
部
長
）よ
り
、
赤
十
字
奉

仕
団
団
員
功
労
表
彰
支
部
長
感
謝

状
が
長
野
さ
ん
へ
贈
ら
れ
、
３
月

３
日
、
櫻
井
村
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
野
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら

赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し
て
活
動

し
、
14
年
か
ら
は
村
赤
十
字
奉
仕

団
副
委
員
長
、
川
代
地
区
分
団
長

を
兼
任
し
て
い
ま
す
。

　
長
野
さ
ん
は「
今
後
も
地
域
の
た

め
に
清
掃
活
動
や
花
植
え
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
、
櫻
井
村
長

か
ら
は「
こ
れ
か
ら
も
奉
仕
の
気
持

ち
を
も
っ
て
活
動
し
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
３
月
５
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

新
郷
村
学
習
塾
の
閉
塾
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
習
塾
は
、
村
内
の
中
学
３
年

生
を
対
象
に
、
英
語
と
数
学
の
学
力
向

上
と
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

無
料
で
開
講
し
て
い
ま
す
。
指
導
は
各

90
分
で
、
８
月
か
ら
年
始
年
末
を
除
く

土
曜
日
に
開
か
れ
、
全
23
回
の
開
講
と

な
り
ま
し
た
。
７
年
目
と
な
る
今
年
度

の
対
象
者
は
９
名
で
、
申
込
者
は
７
名

で
し
た
。
塾
長
の
岡
田
教
育
長
は「
ス

ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
努
力
は
裏
切
ら
な

い
。
努
力
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
」と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
講
義
を
終
え
た
塾
生
か
ら
は

「
塾
で
の
学
習
を
今
後
に
生
か
し
、
勉

強
に
励
ん
で
い
く
」「
苦
手
な
と
こ
ろ
を

把
握
し
、
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
の
声
と
と
も
に
、
指
導
員
た
ち
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

月
刊
誌
花
の
絵
あ
ふ
れ

春
隣

佐
　
藤
　
直
　
子

餅
干
し
て
孫
の
笑
顔
が

目
に
浮
か
ぶ鹿

　
島
　
千
惠
子

吊
る
し
柿
甘
さ
貯
え

窓
の
外

金
　
沢
　
福
　
笑

バ
レ
ン
タ
イ
ン
仏
前
チ
ョ
コ
か

ビ
ー
ル
か
な

福
　
山
　
昭
　
子

啄
木
鳥
の
谺
す
る
森
春
隣

佐
　
藤
　
章
　
一

村
人
の
農
具
の
準
備
春
隣

畑
　
山
　
敏
　
則

春
隣
進
ん
だ
ま
ま
の

か
け
時
計

鹿
　
島
　
惠
美
子

春
間
近
空
き
家
と
な
り
し

隣
家
か
な

戸
　
来
　
れ
い
子

今
月
の

新
郷
俳
句
会

　
令
和
４
年
第
１
回
新
郷
村

議
会
定
例
会
が
３
月
３
日
か

ら
３
月
10
日
ま
で
開
か
れ
、

次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
額
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
、６
３
０
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
30
億
２
、１

８
７
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

歳
入

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

５
５
８
万
６
千
円

・
青
森
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
市
町
村
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金

２
、３
７
０
万
円

  

歳
出

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
対
応
地
域
振
興
商

品
券

２
、３
０
０
万
円

　
こ
の
た
び
、
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
３
月

11
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
引
き
続
き
教
育
長
の
職
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私
の
最
終
目
標「
村
民
憲
章
の
具
現

化
を
図
り
、
将
来
、
新
郷
村
を
担
う
人
材
育
成
に
努
め
る
」に

向
か
っ
て
、
様
々
な
施
策
を
実
現
し

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
理
解
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
任
期
は
令
和
７
年
３
月
10
日
ま
で
）

令
和
４
年
第
１
回
　
新
郷
村
議
会
定
例
会

新
郷
村
教
育
長
に
岡
田
稔
氏（
69
歳
）再
任

令
和
３
年
度
赤
十
字
奉
仕
団

団
員
功
労
表
彰
支
部
長
表
彰

土
曜
塾
閉
塾
式

成
果
を
胸
に
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笑
顔
で
旅
立
つ
卒
業
式
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歳出 ２７億８，５６０万円

（　）は構成比

村税の内訳 2億1,274万6千円

歳入 ２７億８，５６０万円

住みよい村づくりに27億8,560万円
　
令
和
４
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
2
月
25
日
か
ら
３
月
5
日
ま

で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
27
億
8
、5
6
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
2
億
2
、8
9
0
万
円
、
9
・
0
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
6,110万1千円

（26.3%）

軽自動車税
1,255万3千円

（5.4%）
特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億5,199万1千円

（65.4%）

令和４年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

総 　 務 　 費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 5億7,414万5千円（4億3,071万2千円）
●税システム等リース料及び利用料
●情報システム改修業務委託料
●役場庁舎外壁等改修工事 
●選挙費（青森県議会議員一般選挙） 
●選挙費（参議院議員総選挙費） 
●路線バス等運行業務委託料 
●村特産品等ＰＲ業務委託 
●共同受信設備更新工事
●光ケーブル・テレビ保守点検委託料
●川代ものづくり学校管理運営費
●空家等利活用事業費補助金 

民 　 生 　 費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　  4億8,123万0千円（4億9,446万5千円）
●新郷村社会福祉協議会補助金
●介護保険特別会計への繰出金
●障害児施設措置費
●重度心身障害者医療費給付費
●障害者自立支援給付費
●国保特別会計への繰出金
●後期医療特別会計の繰出金
●放課後児童健全育成事業委託料
●施設型給付費
●児童手当

1,541万4千円
442万2千円

1億1,900万0千円
520万5千円
654万5千円

1,640万6千円
1,000万0千円
2,690万0千円

840万1千円
423万0千円
160万0千円

1,475万0千円
9,481万3千円

714万6千円
500万0千円

6,284万4千円
3,762万4千円
6,646万0千円

590万7千円
7,500万0千円
2,300万0千円

会　　　計　　　別 令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額

9.0%

2.9%

4.8%

△1.7%

4.3%

△5.2%

△6.9%

4.6%

7.5%

6.9%

25億5,670万0千円

12億7,950万9千円

3億7,750万4千円

1億0,017万9千円

5,042万8千円

1億5,989万6千円

2,661万7千円

4億8,102万3千円

8,386万2千円

38億3,620万9千円

27億8,560万0千円

13億1,653万2千円

3億9,580万8千円

9,846万2千円

5,262万1千円

1億5,157万9千円

2,477万7千円

5億0,310万1千円

9,018万4千円

41億0,213万2千円

前年度対比

総務費
5億7,414万5千円

（20.6%）

教育費 2億6,374万4千円（9.5%）

消防費 1億0,307万3千円（3.7%）

商工費 1億4,928万6千円（5.4%）

衛生費 1億3,485万9千円（4.8%）

議会費 5,650万0千円（2.0%）

その他 750万2千円（0.3%）

農林水産業費
3億8,953万7千円

（14.0%）

土木費
3億4,932万4千円

（12.5%）

公債費
2億7,640万0千円

（9.9%）
民生費

4億8,123万0千円 
（17.3%）

地方交付税
14億4,000万0千円

（51.7%）

県支出金 1億5,799万8千円（5.7%）

村債 2億8,960万0千円（10.4%）

国庫支出金 2億8,238万3千円（10.1%）

諸収入 5,518万7千円（2.0%）

その他
3億2,808万6千円

（11.8%）

村税 2億3,234万6千円（8.3%）

たばこ税 670万0千円（2.9%）

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　　　計

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）



4広報　　　　　　R４（2022）．3月号広報　　　　　　R４（2022）．3月号5

歳出 ２７億８，５６０万円

（　）は構成比

村税の内訳 2億1,274万6千円

歳入 ２７億８，５６０万円

住みよい村づくりに27億8,560万円
　
令
和
４
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
2
月
25
日
か
ら
３
月
5
日
ま

で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
27
億
8
、5
6
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
2
億
2
、8
9
0
万
円
、
9
・
0
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（　）は構成比

村民税
6,110万1千円

（26.3%）

軽自動車税
1,255万3千円

（5.4%）
特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億5,199万1千円

（65.4%）

令和４年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

総 　 務 　 費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　 5億7,414万5千円（4億3,071万2千円）
●税システム等リース料及び利用料
●情報システム改修業務委託料
●役場庁舎外壁等改修工事 
●選挙費（青森県議会議員一般選挙） 
●選挙費（参議院議員総選挙費） 
●路線バス等運行業務委託料 
●村特産品等ＰＲ業務委託 
●共同受信設備更新工事
●光ケーブル・テレビ保守点検委託料
●川代ものづくり学校管理運営費
●空家等利活用事業費補助金 

民 　 生 　 費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　  4億8,123万0千円（4億9,446万5千円）
●新郷村社会福祉協議会補助金
●介護保険特別会計への繰出金
●障害児施設措置費
●重度心身障害者医療費給付費
●障害者自立支援給付費
●国保特別会計への繰出金
●後期医療特別会計の繰出金
●放課後児童健全育成事業委託料
●施設型給付費
●児童手当

1,541万4千円
442万2千円

1億1,900万0千円
520万5千円
654万5千円

1,640万6千円
1,000万0千円
2,690万0千円

840万1千円
423万0千円
160万0千円

1,475万0千円
9,481万3千円

714万6千円
500万0千円

6,284万4千円
3,762万4千円
6,646万0千円

590万7千円
7,500万0千円
2,300万0千円

会　　　計　　　別 令和４年度当初予算額 令和３年度当初予算額

9.0%

2.9%

4.8%

△1.7%

4.3%

△5.2%

△6.9%

4.6%

7.5%

6.9%

25億5,670万0千円

12億7,950万9千円

3億7,750万4千円

1億0,017万9千円

5,042万8千円

1億5,989万6千円

2,661万7千円

4億8,102万3千円

8,386万2千円

38億3,620万9千円

27億8,560万0千円

13億1,653万2千円

3億9,580万8千円

9,846万2千円

5,262万1千円

1億5,157万9千円

2,477万7千円

5億0,310万1千円

9,018万4千円

41億0,213万2千円

前年度対比

総務費
5億7,414万5千円

（20.6%）

教育費 2億6,374万4千円（9.5%）

消防費 1億0,307万3千円（3.7%）

商工費 1億4,928万6千円（5.4%）

衛生費 1億3,485万9千円（4.8%）

議会費 5,650万0千円（2.0%）

その他 750万2千円（0.3%）

農林水産業費
3億8,953万7千円

（14.0%）

土木費
3億4,932万4千円

（12.5%）

公債費
2億7,640万0千円

（9.9%）
民生費

4億8,123万0千円 
（17.3%）

地方交付税
14億4,000万0千円

（51.7%）

県支出金 1億5,799万8千円（5.7%）

村債 2億8,960万0千円（10.4%）

国庫支出金 2億8,238万3千円（10.1%）

諸収入 5,518万7千円（2.0%）

その他
3億2,808万6千円

（11.8%）

村税 2億3,234万6千円（8.3%）

たばこ税 670万0千円（2.9%）

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

特定環境保全公共下水道

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　　　計

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）



6広報　　　　　　R４（2022）．3月号広報　　　　　　R４（2022）．3月号7

〇
役
場
庁
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
48
年
の
建
築
か
ら

47
年
が
経
過
し
、
雨
漏
り
や
外
壁

等
の
劣
化
が
著
し
く
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
今
回
屋
上
部
の
防
水

改
修
工
事
と
外
壁
カ
バ
ー
工
法
に

よ
る
、
外
壁
の
全
面
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
１
１
、９
０
０
万
円

〇
共
同
受
信
設
備
更
新
事
業

　
共
同
受
信
設
備
設
置
か
ら
８
年

以
上
経
過
に
伴
う
、
経
年
劣
化
に

よ
る
耐
久
性
の
観
点
か
ら
設
備
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
設
備
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、６
９
０
万
円

〇
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補
助
金

　
空
家
等
の
購
入
、
賃
借
、
動
産

の
処
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
経
費
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

不
動
産
の
流
動
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
６
０
万
円

〇
移
住
支
援
事
業

　
東
京
23
区
か
ら
移
住
し
、
中
小

企
業
等
に
就
業
も
し
く
は
創
業
し

た
場
合
に
、
最
大
１
０
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

等
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
３
６
０
万
３
千
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
１
０
万
円

〇
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
助
成

し
ま
す
。
１
回
の
治
療
に
つ
き
上

限
10
万
円
で
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額７

人
槽
　
73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

〇
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業

　
農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
利
用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経

営
体
に
対
し
、
必
要
な
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
し
、
地

域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利

用
や
、
持
続
的
な
農
業
生
産
の
効

率
化
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
８
６
７
万
４
千
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ

等
購
入
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
１
／
２
以
内
の
助
成
を
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た
め
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防
除
の

フ
ラ
イ
ト
料
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
１
／
３
を
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
５
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対
し
、

Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
５
０
万
円

〇
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農
家
へ

助
成
し
ま
す
。

　
堆
肥
購
入
　
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
布
車
利
用
　
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円

〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
50
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
新
郷
村
主
食
用
米
作
付
け
支
援

事
業

　
主
食
用
米
の
消
費
が
大
幅
に
減

少
し
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
産
の

主
食
用
米
を
作
付
け
す
る
農
家
、

種
子
、
苗
を
販
売
す
る
団
体（
間

接
的
に
主
食
用
米
を
作
付
け
す
る

農
家
に
補
助
金
を
交
付
す
る
団
体

に
限
る
。）に
対
し
て
支
援
し
、
営

農
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
意
欲
の
向
上
及
び
営
農
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
５
４
０
万
円

〇
新
郷
村
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
保

留
奨
励
事
業

　
優
良
な
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
体
制

を
推
進
し
、
良
質
な
子
牛
生
産
と

畜
産
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
肉
用
牛
生
産
農
家
が
実
施
す

る
家
畜
導
入
・
自
家
産
牛
保
留
・

受
精
卵
移
植
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
経
費
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
８
０
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農
活

性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同
利

用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥
施
設

改
築
事
業

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
は
平

成
16
年
度
に
完
成
以
降
、
良
質
な

堆
肥
生
産
を
通
じ
て
、
本
村
の
畜

産
業
と
米
・
野
菜
農
家
と
の
耕
畜

連
携
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
既
設

ド
ー
ム
型
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
は
、

老
朽
化
や
部
品
生
産
終
了
に
よ

り
、
修
繕
も
困
難
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
代
替
施
設
を
整
備
し
、

原
料
受
入
れ
と
堆
肥
の
安
定
生
産

を
行
い
、
農
林
畜
産
業
の
効
率

化
・
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、５
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て
三

八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す
る

薪
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

購
入
基
準
額
の
１
／
３
を
補
助
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
70
万
円

〇
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

　
森
林
整
備
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
間
伐
材
買
い
取
り
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
間
伐
材
等
を「
木

の
駅
」に
出
荷
す
る
と
、
対
価
は

村
内
の
商
店
で
使
用
で
き
る
地
域

通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
村
内
の
農
業
用
用
水
路
や
農
道

な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
、
集
落
道
や
集
落
排
水
施
設
な

ど
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、３
６
５
万
円

〇
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
側
溝
の

泥
上
げ
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
賃
金
を
支
給
す
る
生
活

支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
秋
頃
に
作
業
員
を

募
集
し
、
10
日
程
度
働
い
て
頂
き

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
０
０
万
円

〇
橋
梁
整
備
事
業

　
女
ヶ
崎
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、４
５
０
万
円

〇
新
郷
小
学
校
統
合
改
修
事
業

　
新
郷
村
立
新
郷
小
学
校（
旧
戸

来
小
学
校
）は
、
既
存
施
設
が
建

築
か
ら
40
年
間
大
規
模
改
修
を
し

て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が
著
し
く
改

修
工
事
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
、

屋
内
運
動
場
の
屋
根
及
び
壁
、
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
ト
イ
レ
改
修

及
び
照
明
器
具
交
換
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
８
、６
９
３
万
５
千
円

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
支
援
員
配

置
事
業

　
教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
校

生
活
上
の
支
援
を
行
う
特
別
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
教
員
並

び
に
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
外
国
青
年
は
村

内
の
小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
た

り
、
地
域
に
お
け
る
地
域
の
住
民

と
様
々
な
交
流
を
持
つ
こ
と
を
目

的
に
配
置
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、６
４
６
万
２
千
円

〇
学
校
給
食
の
無
料
化

　
引
き
続
き
、
村
内
小
中
学
校
の

給
食
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、１
１
６
万
２
千
円

（
賄
い
材
料
費
）

令
和
４
年
度
　
新
郷
村
の
主
な
事
業

衛 　 生 　 費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  1億3,485万9千円（1億5,898万5千円）
●診療所特別会計への繰出金
●予防接種等委託料 
●インフルエンザ等予防接種委託料
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）
●合併浄化槽整備費補助金
●癌検診等委託料 
●公営企業法適用移行業務委託料
●簡易水道特別会計への繰出金

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　 3億8,953万7千円（3億1,468万0千円）
●葉たばこ振興対策事業
●有機資源活用促進事業
●にんにくセンチュウ防除対策事業
●主食用米作付け支援事業
●農業次世代人材投資事業
●野菜等産地力強化支援事業
●優良繁殖雌牛導入保留奨励事業
●放牧場指定管理委託料
●中山間地域等直接支払事業
●有機資源センター新郷指定管理料
●木の駅プロジェクト事業
●きのこの里づくり事業
●森林整備センター受託事業
●森林環境保全事業 
●中山間地域総合整備事業負担金
●広域農道等路面補修負担金
●農業集落排水事業特別会計への繰出金

商 　 工 　 費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　 1億4,928万6千円（1億6,665万6千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業
●間木ノ平地区公園整備費 
●温泉事業管理運営費        

土 　 木 　 費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　 3億4,932万4千円（3億3,118万7千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金
●道路改良事業費の測量設計委託料等 
●女ヶ崎橋橋梁補修工事等  
●除雪対策費   
●公営住宅管理費   

消 　 防 　 費　（住民の生命と財産を守るため）　 　 　 　 　 　 　 　 　 1億0,307万3千円（1億0,868万9千円）
●非常備消防費　報酬
●旧防災無線子局撤去工事
●八戸地域広域事務組合負担金    

教 　 育 　 費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　 2億6,374万4千円（2億1,239万7千円）
●特別支援教育支援員　報酬
●新郷小学校統合改修事業
●奨学金貸付金 
●社会体育施設管理等委託
●社会教育施設　設備維持管理委託
●小・中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員報酬ほか）

災 害 復 旧 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　450万0千円（270万0千円）
●農業用施設災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業費

公 　 債 　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2億7,640万0千円（2億7,650万0千円）
●長期債元金償還金
●長期利子等償還金

令和４年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

3,128万0千円
440万9千円
144万0千円

1,545万3千円
205万6千円
400万0千円

1,050万0千円
3,191万4千円

240万0千円
400万0千円
450万0千円
540万0千円
150万0千円
400万0千円
480万0千円
450万0千円

5,020万0千円
1,650万0千円

150万0千円
229万7千円
778万0千円
403万5千円

1,365万0千円
2,407万5千円
2,297万1千円

4,300万0千円
350万0千円

1,809万2千円
5,953万4千円

1億2,648万8千円
4,700万0千円
7,450万0千円
1,658万5千円

605万7千円

1,270万0千円
360万0千円

6,909万9千円

1,646万2千円
8,693万5千円

372万0千円
190万0千円
148万3千円

3,021万1千円

235万0千円
215万0千円

2億6,850万0千円
790万0千円
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〇
役
場
庁
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
48
年
の
建
築
か
ら

47
年
が
経
過
し
、
雨
漏
り
や
外
壁

等
の
劣
化
が
著
し
く
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
今
回
屋
上
部
の
防
水

改
修
工
事
と
外
壁
カ
バ
ー
工
法
に

よ
る
、
外
壁
の
全
面
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
１
１
、９
０
０
万
円

〇
共
同
受
信
設
備
更
新
事
業

　
共
同
受
信
設
備
設
置
か
ら
８
年

以
上
経
過
に
伴
う
、
経
年
劣
化
に

よ
る
耐
久
性
の
観
点
か
ら
設
備
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
設
備
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、６
９
０
万
円

〇
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補
助
金

　
空
家
等
の
購
入
、
賃
借
、
動
産

の
処
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
経
費
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

不
動
産
の
流
動
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
６
０
万
円

〇
移
住
支
援
事
業

　
東
京
23
区
か
ら
移
住
し
、
中
小

企
業
等
に
就
業
も
し
く
は
創
業
し

た
場
合
に
、
最
大
１
０
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

等
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
３
６
０
万
３
千
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
１
０
万
円

〇
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
助
成

し
ま
す
。
１
回
の
治
療
に
つ
き
上

限
10
万
円
で
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額７

人
槽
　
73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

〇
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業

　
農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
利
用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経

営
体
に
対
し
、
必
要
な
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
し
、
地

域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利

用
や
、
持
続
的
な
農
業
生
産
の
効

率
化
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
８
６
７
万
４
千
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ

等
購
入
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
１
／
２
以
内
の
助
成
を
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た
め
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防
除
の

フ
ラ
イ
ト
料
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
１
／
３
を
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
５
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対
し
、

Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
５
０
万
円

〇
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農
家
へ

助
成
し
ま
す
。

　
堆
肥
購
入
　
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
布
車
利
用
　
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円

〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
50
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
新
郷
村
主
食
用
米
作
付
け
支
援

事
業

　
主
食
用
米
の
消
費
が
大
幅
に
減

少
し
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
産
の

主
食
用
米
を
作
付
け
す
る
農
家
、

種
子
、
苗
を
販
売
す
る
団
体（
間

接
的
に
主
食
用
米
を
作
付
け
す
る

農
家
に
補
助
金
を
交
付
す
る
団
体

に
限
る
。）に
対
し
て
支
援
し
、
営

農
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
意
欲
の
向
上
及
び
営
農
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
５
４
０
万
円

〇
新
郷
村
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
保

留
奨
励
事
業

　
優
良
な
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
体
制

を
推
進
し
、
良
質
な
子
牛
生
産
と

畜
産
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
肉
用
牛
生
産
農
家
が
実
施
す

る
家
畜
導
入
・
自
家
産
牛
保
留
・

受
精
卵
移
植
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
経
費
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
８
０
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農
活

性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同
利

用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥
施
設

改
築
事
業

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
は
平

成
16
年
度
に
完
成
以
降
、
良
質
な

堆
肥
生
産
を
通
じ
て
、
本
村
の
畜

産
業
と
米
・
野
菜
農
家
と
の
耕
畜

連
携
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
既
設

ド
ー
ム
型
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
は
、

老
朽
化
や
部
品
生
産
終
了
に
よ

り
、
修
繕
も
困
難
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
代
替
施
設
を
整
備
し
、

原
料
受
入
れ
と
堆
肥
の
安
定
生
産

を
行
い
、
農
林
畜
産
業
の
効
率

化
・
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、５
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て
三

八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す
る

薪
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

購
入
基
準
額
の
１
／
３
を
補
助
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
70
万
円

〇
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

　
森
林
整
備
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
間
伐
材
買
い
取
り
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
間
伐
材
等
を「
木

の
駅
」に
出
荷
す
る
と
、
対
価
は

村
内
の
商
店
で
使
用
で
き
る
地
域

通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
村
内
の
農
業
用
用
水
路
や
農
道

な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
、
集
落
道
や
集
落
排
水
施
設
な

ど
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、３
６
５
万
円

〇
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
側
溝
の

泥
上
げ
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
賃
金
を
支
給
す
る
生
活

支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
秋
頃
に
作
業
員
を

募
集
し
、
10
日
程
度
働
い
て
頂
き

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
０
０
万
円

〇
橋
梁
整
備
事
業

　
女
ヶ
崎
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、４
５
０
万
円

〇
新
郷
小
学
校
統
合
改
修
事
業

　
新
郷
村
立
新
郷
小
学
校（
旧
戸

来
小
学
校
）は
、
既
存
施
設
が
建

築
か
ら
40
年
間
大
規
模
改
修
を
し

て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が
著
し
く
改

修
工
事
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
、

屋
内
運
動
場
の
屋
根
及
び
壁
、
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
ト
イ
レ
改
修

及
び
照
明
器
具
交
換
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
８
、６
９
３
万
５
千
円

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
支
援
員
配

置
事
業

　
教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
校

生
活
上
の
支
援
を
行
う
特
別
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
教
員
並

び
に
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
外
国
青
年
は
村

内
の
小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
た

り
、
地
域
に
お
け
る
地
域
の
住
民

と
様
々
な
交
流
を
持
つ
こ
と
を
目

的
に
配
置
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、６
４
６
万
２
千
円

〇
学
校
給
食
の
無
料
化

　
引
き
続
き
、
村
内
小
中
学
校
の

給
食
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、１
１
６
万
２
千
円

（
賄
い
材
料
費
）

令
和
４
年
度
　
新
郷
村
の
主
な
事
業

衛 　 生 　 費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　  1億3,485万9千円（1億5,898万5千円）
●診療所特別会計への繰出金
●予防接種等委託料 
●インフルエンザ等予防接種委託料
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）
●合併浄化槽整備費補助金
●癌検診等委託料 
●公営企業法適用移行業務委託料
●簡易水道特別会計への繰出金

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　 3億8,953万7千円（3億1,468万0千円）
●葉たばこ振興対策事業
●有機資源活用促進事業
●にんにくセンチュウ防除対策事業
●主食用米作付け支援事業
●農業次世代人材投資事業
●野菜等産地力強化支援事業
●優良繁殖雌牛導入保留奨励事業
●放牧場指定管理委託料
●中山間地域等直接支払事業
●有機資源センター新郷指定管理料
●木の駅プロジェクト事業
●きのこの里づくり事業
●森林整備センター受託事業
●森林環境保全事業 
●中山間地域総合整備事業負担金
●広域農道等路面補修負担金
●農業集落排水事業特別会計への繰出金

商 　 工 　 費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　 1億4,928万6千円（1億6,665万6千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業
●間木ノ平地区公園整備費 
●温泉事業管理運営費        

土 　 木 　 費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　 3億4,932万4千円（3億3,118万7千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金
●道路改良事業費の測量設計委託料等 
●女ヶ崎橋橋梁補修工事等  
●除雪対策費   
●公営住宅管理費   

消 　 防 　 費　（住民の生命と財産を守るため）　 　 　 　 　 　 　 　 　 1億0,307万3千円（1億0,868万9千円）
●非常備消防費　報酬
●旧防災無線子局撤去工事
●八戸地域広域事務組合負担金    

教 　 育 　 費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　 2億6,374万4千円（2億1,239万7千円）
●特別支援教育支援員　報酬
●新郷小学校統合改修事業
●奨学金貸付金 
●社会体育施設管理等委託
●社会教育施設　設備維持管理委託
●小・中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員報酬ほか）

災 害 復 旧 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　450万0千円（270万0千円）
●農業用施設災害復旧費
●公共土木施設災害復旧事業費

公 　 債 　 費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2億7,640万0千円（2億7,650万0千円）
●長期債元金償還金
●長期利子等償還金

令和４年度 一般会計の主な予算（　　）は前年度当初予算額

3,128万0千円
440万9千円
144万0千円

1,545万3千円
205万6千円
400万0千円

1,050万0千円
3,191万4千円

240万0千円
400万0千円
450万0千円
540万0千円
150万0千円
400万0千円
480万0千円
450万0千円

5,020万0千円
1,650万0千円

150万0千円
229万7千円
778万0千円
403万5千円

1,365万0千円
2,407万5千円
2,297万1千円

4,300万0千円
350万0千円

1,809万2千円
5,953万4千円

1億2,648万8千円
4,700万0千円
7,450万0千円
1,658万5千円

605万7千円

1,270万0千円
360万0千円

6,909万9千円

1,646万2千円
8,693万5千円

372万0千円
190万0千円
148万3千円

3,021万1千円

235万0千円
215万0千円

2億6,850万0千円
790万0千円
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〇
役
場
庁
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
48
年
の
建
築
か
ら

47
年
が
経
過
し
、
雨
漏
り
や
外
壁

等
の
劣
化
が
著
し
く
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
今
回
屋
上
部
の
防
水

改
修
工
事
と
外
壁
カ
バ
ー
工
法
に

よ
る
、
外
壁
の
全
面
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
１
１
、９
０
０
万
円

〇
共
同
受
信
設
備
更
新
事
業

　
共
同
受
信
設
備
設
置
か
ら
８
年

以
上
経
過
に
伴
う
、
経
年
劣
化
に

よ
る
耐
久
性
の
観
点
か
ら
設
備
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
設
備
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、６
９
０
万
円

〇
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補
助
金

　
空
家
等
の
購
入
、
賃
借
、
動
産

の
処
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
経
費
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

不
動
産
の
流
動
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
６
０
万
円

〇
移
住
支
援
事
業

　
東
京
23
区
か
ら
移
住
し
、
中
小

企
業
等
に
就
業
も
し
く
は
創
業
し

た
場
合
に
、
最
大
１
０
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

等
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
３
６
０
万
３
千
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
１
０
万
円

〇
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
助
成

し
ま
す
。
１
回
の
治
療
に
つ
き
上

限
10
万
円
で
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額７

人
槽
　
73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

〇
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業

　
農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
利
用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経

営
体
に
対
し
、
必
要
な
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
し
、
地

域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利

用
や
、
持
続
的
な
農
業
生
産
の
効

率
化
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
８
６
７
万
４
千
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ

等
購
入
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
１
／
２
以
内
の
助
成
を
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た
め
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防
除
の

フ
ラ
イ
ト
料
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
１
／
３
を
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
５
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対
し
、

Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
５
０
万
円

〇
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農
家
へ

助
成
し
ま
す
。

　
堆
肥
購
入
　
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
布
車
利
用
　
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円

〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
50
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
新
郷
村
主
食
用
米
作
付
け
支
援

事
業

　
主
食
用
米
の
消
費
が
大
幅
に
減

少
し
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
産
の

主
食
用
米
を
作
付
け
す
る
農
家
、

種
子
、
苗
を
販
売
す
る
団
体（
間

接
的
に
主
食
用
米
を
作
付
け
す
る

農
家
に
補
助
金
を
交
付
す
る
団
体

に
限
る
。）に
対
し
て
支
援
し
、
営

農
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
意
欲
の
向
上
及
び
営
農
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
５
４
０
万
円

〇
新
郷
村
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
保

留
奨
励
事
業

　
優
良
な
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
体
制

を
推
進
し
、
良
質
な
子
牛
生
産
と

畜
産
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
肉
用
牛
生
産
農
家
が
実
施
す

る
家
畜
導
入
・
自
家
産
牛
保
留
・

受
精
卵
移
植
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
経
費
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
８
０
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農
活

性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同
利

用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥
施
設

改
築
事
業

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
は
平

成
16
年
度
に
完
成
以
降
、
良
質
な

堆
肥
生
産
を
通
じ
て
、
本
村
の
畜

産
業
と
米
・
野
菜
農
家
と
の
耕
畜

連
携
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
既
設

ド
ー
ム
型
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
は
、

老
朽
化
や
部
品
生
産
終
了
に
よ

り
、
修
繕
も
困
難
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
代
替
施
設
を
整
備
し
、

原
料
受
入
れ
と
堆
肥
の
安
定
生
産

を
行
い
、
農
林
畜
産
業
の
効
率

化
・
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、５
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て
三

八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す
る

薪
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

購
入
基
準
額
の
１
／
３
を
補
助
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
70
万
円

〇
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

　
森
林
整
備
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
間
伐
材
買
い
取
り
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
間
伐
材
等
を「
木

の
駅
」に
出
荷
す
る
と
、
対
価
は

村
内
の
商
店
で
使
用
で
き
る
地
域

通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
村
内
の
農
業
用
用
水
路
や
農
道

な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
、
集
落
道
や
集
落
排
水
施
設
な

ど
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、３
６
５
万
円

〇
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
側
溝
の

泥
上
げ
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
賃
金
を
支
給
す
る
生
活

支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
秋
頃
に
作
業
員
を

募
集
し
、
10
日
程
度
働
い
て
頂
き

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
０
０
万
円

〇
橋
梁
整
備
事
業

　
女
ヶ
崎
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、４
５
０
万
円

〇
新
郷
小
学
校
統
合
改
修
事
業

　
新
郷
村
立
新
郷
小
学
校（
旧
戸

来
小
学
校
）は
、
既
存
施
設
が
建

築
か
ら
40
年
間
大
規
模
改
修
を
し

て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が
著
し
く
改

修
工
事
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
、

屋
内
運
動
場
の
屋
根
及
び
壁
、
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
ト
イ
レ
改
修

及
び
照
明
器
具
交
換
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
８
、６
９
３
万
５
千
円

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
支
援
員
配

置
事
業

　
教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
校

生
活
上
の
支
援
を
行
う
特
別
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
教
員
並

び
に
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
外
国
青
年
は
村

内
の
小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
た

り
、
地
域
に
お
け
る
地
域
の
住
民

と
様
々
な
交
流
を
持
つ
こ
と
を
目

的
に
配
置
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、６
４
６
万
２
千
円

〇
学
校
給
食
の
無
料
化

　
引
き
続
き
、
村
内
小
中
学
校
の

給
食
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、１
１
６
万
２
千
円

（
賄
い
材
料
費
）

　申請して取得できる、顔写真付きのプラスチック製のカード。マイナン
バーのほかに、氏名・住所・生年月日・性別が記載されているよ！対面
（おもて面）でもオンライン（裏面）でも使える公的な本人確認書類です。

みんなでつくろう
　　マイナンバーカード！ 半分以上の

か

専用サイトから交付申請書と封筒
がダウンロードできます。

等

等

etc.

申請はお早めに！

春の全国交通安全運動
令和４年４月６日（水）～15日（金）

青森県交通対策協議会 令和４年１月31日現在

令和４年 県内の交通事故概況

※ （　）内は対前年比です。

毎月１日は「県民交通安全の日」 15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者
（65歳以上の人）

夜 間

歩 行 者

自 動 車 乗 車 中

非 着 用

１人
（±０）

０人
（－１）

１人
（－１）

１人
（＋１）

０人
（±０）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
況

夜２２５件
（＋１０）

発 

生

１月中 年間累計

２２５件
（＋１０）

２人
（±０）

２人
（±０）

７人
（－２）

７人
（－２）

死 

者
重
傷
者

２８４人
（＋２５）

２８４人
（＋２５）

傷 

者

【全国重点】
　⑴子供を始めとする歩行者の安全確保
　⑵歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
　⑶自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保
●歩行者の皆さんは･･･
・近くに横断歩道があるときは、横断歩道を渡りましょう。
・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。
●運転者の皆さんは･･･
・思いやり、ゆずり合いの気持ちを持って

運転しましょう。
・信号機のない横断歩道は歩行者優先です。

横断しようとしている歩行者がいるとき
は、手前で一時停止しましょう。

・飲酒運転は絶対にしてはいけません。
・全ての座席でシートベルトやチャイルド

シートを着用しましょう。

　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答
サービスで聞き直すことができます。

≪操作手順≫
１．電話をかけると『再生する放送の種別を選ん
でください。』と操作ガイダンスが流れます。

２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

　操作ガイダンスの途中でも操作することができま
す。ただし、緊急放送（火災等）は聞くことができま
せんのでご了承ください。また、放送から24時間経
過した放送は確認できません。

役場総務課

交通事故死
ゼロを目指す日
４月10日（日） TEL0178ｰ78ｰ2506

聞き逃したと思ったら…
防災無線電話応答サービスをご利用ください

お知らせ
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〇
役
場
庁
舎
外
壁
等
改
修
工
事

　
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
48
年
の
建
築
か
ら

47
年
が
経
過
し
、
雨
漏
り
や
外
壁

等
の
劣
化
が
著
し
く
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
今
回
屋
上
部
の
防
水

改
修
工
事
と
外
壁
カ
バ
ー
工
法
に

よ
る
、
外
壁
の
全
面
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
１
１
、９
０
０
万
円

〇
共
同
受
信
設
備
更
新
事
業

　
共
同
受
信
設
備
設
置
か
ら
８
年

以
上
経
過
に
伴
う
、
経
年
劣
化
に

よ
る
耐
久
性
の
観
点
か
ら
設
備
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
設
備
機
器

の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
２
、６
９
０
万
円

〇
空
家
等
利
活
用
事
業
費
補
助
金

　
空
家
等
の
購
入
、
賃
借
、
動
産

の
処
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
経
費
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

不
動
産
の
流
動
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
６
０
万
円

〇
移
住
支
援
事
業

　
東
京
23
区
か
ら
移
住
し
、
中
小

企
業
等
に
就
業
も
し
く
は
創
業
し

た
場
合
に
、
最
大
１
０
０
万
円
を

給
付
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業

　
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

等
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
３
６
０
万
３
千
円

〇
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

　
村
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校
就

学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童

生
徒
が
、
医
療
保
険
で
医
療
の
給

付
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
１
０
万
円

〇
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
助
成

し
ま
す
。
１
回
の
治
療
に
つ
き
上

限
10
万
円
で
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
20
万
円

〇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
者
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

補
助
基
本
額７

人
槽
　
73
万
５
千
円

（
工
事
費
の
２
／
３
）

〇
農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
事
業

　
農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
に
利
用
す
る
と
見
込
ま
れ
る
経

営
体
に
対
し
、
必
要
な
農
業
用
機

械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
し
、
地

域
が
目
指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利

用
や
、
持
続
的
な
農
業
生
産
の
効

率
化
等
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
８
６
７
万
４
千
円

〇
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

　
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
が
実
施
す

る
立
ち
枯
れ
病
等
防
除
対
策
事
業

に
お
け
る
土
壌
消
毒
剤
・
マ
ル
チ

等
購
入
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
１
／
２
以
内
の
助
成
を
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
２
４
０
万
円

〇
良
質
米
生
産
対
策
事
業

　
良
質
な
米
の
生
産
を
図
る
た
め
、

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
航
空
防
除
の

フ
ラ
イ
ト
料
に
対
し
て
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
１
／
３
を
補
助

し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
５
万
円

〇
に
ん
に
く
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除
対

策
事
業

　
村
の
基
幹
作
物
で
あ
る
ニ
ン
ニ

ク
の
土
壌
が
連
作
障
害
に
よ
り
病

害
虫
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

土
壌
消
毒
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

土
壌
消
毒
剤
購
入
農
家
に
対
し
、

Ｊ
Ａ
と
共
同
で
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
５
０
万
円

〇
有
機
資
源
活
用
促
進
事
業

　「
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
」か

ら
堆
肥
を
購
入
し
た
村
内
農
家
へ

助
成
し
ま
す
。

　
堆
肥
購
入
　
１
ト
ン
あ
た
り

１
、５
０
０
円

　
散
布
車
利
用
　
１
台
あ
た
り

１
、０
０
０
円

〇
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
新
規
就
農
者
を
支
援
し
、
50
歳

未
満
で
親
と
経
営
を
分
離
し
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
方
々
に
対
し

助
成
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
新
郷
村
主
食
用
米
作
付
け
支
援

事
業

　
主
食
用
米
の
消
費
が
大
幅
に
減

少
し
、
米
価
が
下
落
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
産
の

主
食
用
米
を
作
付
け
す
る
農
家
、

種
子
、
苗
を
販
売
す
る
団
体（
間

接
的
に
主
食
用
米
を
作
付
け
す
る

農
家
に
補
助
金
を
交
付
す
る
団
体

に
限
る
。）に
対
し
て
支
援
し
、
営

農
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
意
欲
の
向
上
及
び
営
農
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
５
４
０
万
円

〇
新
郷
村
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
保

留
奨
励
事
業

　
優
良
な
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
体
制

を
推
進
し
、
良
質
な
子
牛
生
産
と

畜
産
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
肉
用
牛
生
産
農
家
が
実
施
す

る
家
畜
導
入
・
自
家
産
牛
保
留
・

受
精
卵
移
植
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
経
費
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
４
８
０
万
円

〇
酪
農
草
地
更
新
作
業
支
援
事
業

　
自
給
飼
料
の
生
産
体
制
を
推
進

し
良
質
な
生
乳
生
産
と
酪
農
経
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
酪
農
活

性
化
協
議
会
が
実
施
す
る
共
同
利

用
機
械
に
よ
る
草
地
更
新
事
業
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

作
業
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
０
０
万
円

〇
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
堆
肥
施
設

改
築
事
業

　
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
は
平

成
16
年
度
に
完
成
以
降
、
良
質
な

堆
肥
生
産
を
通
じ
て
、
本
村
の
畜

産
業
と
米
・
野
菜
農
家
と
の
耕
畜

連
携
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
既
設

ド
ー
ム
型
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
は
、

老
朽
化
や
部
品
生
産
終
了
に
よ

り
、
修
繕
も
困
難
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
代
替
施
設
を
整
備
し
、

原
料
受
入
れ
と
堆
肥
の
安
定
生
産

を
行
い
、
農
林
畜
産
業
の
効
率

化
・
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、５
０
０
万
円

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
事
業

　
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
村
民
を
対
象
と
し
て
三

八
地
方
森
林
組
合
か
ら
購
入
す
る

薪
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

購
入
基
準
額
の
１
／
３
を
補
助
し

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
70
万
円

〇
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
事
業

　
森
林
整
備
促
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
、
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
が
実

施
す
る
間
伐
材
買
い
取
り
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
間
伐
材
等
を「
木

の
駅
」に
出
荷
す
る
と
、
対
価
は

村
内
の
商
店
で
使
用
で
き
る
地
域

通
貨
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
１
５
０
万
円

〇
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　
村
内
の
農
業
用
用
水
路
や
農
道

な
ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
、
集
落
道
や
集
落
排
水
施
設
な

ど
生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
１
、３
６
５
万
円

〇
生
活
支
援
対
策
事
業

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
側
溝
の

泥
上
げ
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
賃
金
を
支
給
す
る
生
活

支
援
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
例
年
ど
お
り
秋
頃
に
作
業
員
を

募
集
し
、
10
日
程
度
働
い
て
頂
き

ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
　
３
０
０
万
円

〇
橋
梁
整
備
事
業

　
女
ヶ
崎
橋
等
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　
事
業
費
　
　
　
７
、４
５
０
万
円

〇
新
郷
小
学
校
統
合
改
修
事
業

　
新
郷
村
立
新
郷
小
学
校（
旧
戸

来
小
学
校
）は
、
既
存
施
設
が
建

築
か
ら
40
年
間
大
規
模
改
修
を
し

て
お
ら
ず
、
老
朽
化
が
著
し
く
改

修
工
事
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
、

屋
内
運
動
場
の
屋
根
及
び
壁
、
校

舎
・
屋
内
運
動
場
の
ト
イ
レ
改
修

及
び
照
明
器
具
交
換
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　
事
業
費
　
８
、６
９
３
万
５
千
円

〇
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
支
援
員
配

置
事
業

　
教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
学
校

生
活
上
の
支
援
を
行
う
特
別
支
援

員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
教
員
並

び
に
児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま

た
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
外
国
青
年
は
村
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す
。
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内
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費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　
事
業
費
　
１
、１
１
６
万
２
千
円

（
賄
い
材
料
費
）

　申請して取得できる、顔写真付きのプラスチック製のカード。マイナン
バーのほかに、氏名・住所・生年月日・性別が記載されているよ！対面
（おもて面）でもオンライン（裏面）でも使える公的な本人確認書類です。

みんなでつくろう
　　マイナンバーカード！ 半分以上の

か

専用サイトから交付申請書と封筒
がダウンロードできます。

等

等

etc.

申請はお早めに！

春の全国交通安全運動
令和４年４月６日（水）～15日（金）

青森県交通対策協議会 令和４年１月31日現在

令和４年 県内の交通事故概況

※ （　）内は対前年比です。

毎月１日は「県民交通安全の日」 15日は「高齢者交通安全の日」

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

高 齢 者
（65歳以上の人）

夜 間

歩 行 者

自 動 車 乗 車 中

非 着 用

１人
（±０）

０人
（－１）

１人
（－１）

１人
（＋１）

０人
（±０）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

年
齢
別

状
態
別

死
者
の
状
況

夜２２５件
（＋１０）

発 

生

１月中 年間累計

２２５件
（＋１０）

２人
（±０）

２人
（±０）

７人
（－２）

７人
（－２）

死 

者
重
傷
者

２８４人
（＋２５）

２８４人
（＋２５）

傷 
者

【全国重点】
　⑴子供を始めとする歩行者の安全確保
　⑵歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
　⑶自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保
●歩行者の皆さんは･･･
・近くに横断歩道があるときは、横断歩道を渡りましょう。
・夕暮れ時・夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。
●運転者の皆さんは･･･
・思いやり、ゆずり合いの気持ちを持って

運転しましょう。
・信号機のない横断歩道は歩行者優先です。

横断しようとしている歩行者がいるとき
は、手前で一時停止しましょう。

・飲酒運転は絶対にしてはいけません。
・全ての座席でシートベルトやチャイルド

シートを着用しましょう。

　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答
サービスで聞き直すことができます。

≪操作手順≫
１．電話をかけると『再生する放送の種別を選ん
でください。』と操作ガイダンスが流れます。

２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

　操作ガイダンスの途中でも操作することができま
す。ただし、緊急放送（火災等）は聞くことができま
せんのでご了承ください。また、放送から24時間経
過した放送は確認できません。

役場総務課

交通事故死
ゼロを目指す日
４月10日（日） TEL0178ｰ78ｰ2506

聞き逃したと思ったら…
防災無線電話応答サービスをご利用ください

お知らせ
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18歳から裁判員に！

住宅用火災警報器の設置について

火事見舞金への御協力ありがとうございました！

　火災の逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置
しましょう。設置済みの場合は、定期的に作動確認をし
ましょう。
　また、設置から10年以上経過している場合には、電池
切れなどにより正常に作動しないことがありますので、
10年を目安に新しいものに交換しましょう。
　住宅用火災警報器の詳細については、八戸広域消防
本部のホームページでご確認ください。
https://ｗｗｗ.city.hachinohe.aomori.jp/section/koiki/shobo/
問い合わせ　
　八戸広域消防本部予防課　℡ 0178－44－2133
　五戸消防署西分遣所　　　℡ 0178－78－2119

　令和４年２月３日に釜坂集落で発生した住家火災に際
し、住民の皆様から多くのお気持ちをお寄せいただきまし
たことに深く感謝申し上げます。お寄せいただいた見舞
金は、令和４年３月11日（金）、日本赤十字社青森県支部　
新郷村分区長　新郷村長　櫻井　雅洋　より被災者へ手渡し
ましたのでご報告申し上げます。

見舞金額　２４２，１５０円

実施期間  令和４年４月11日（月）～４月17日（日）
統一標語 「おうち時間　家族で点検　火の始末」

住宅防火  いのちを守る  10のポイント
～４つの習慣・６つの対策～

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎
えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災
の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減
少させ、財産の損失を防ぐことを目的に実施されます。

４つの習慣
○寝たばこは絶対にしない、させない。
○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
○こんろを使う時は火のそばを離れない。
○コンセントのほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策

○火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全
装置の付いた機器を使用する。

○火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する。

○火災の拡大を防ぐために、寝具、衣類及びカーテンは、
防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、
使い方を確認しておく。

○お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。

○防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

西分遣所からのお願い
　新型コロナウイルス感染予防のため、西分遣所に来所
される方は、マスクの着用、手指消毒の実施、検温に
ご協力していただく様よろしくお願いいたします。
問い合わせ
・住宅用火災警報器に関する相談や火災とまぎらわしい

煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出
五戸消防署西分遣所　℡ 0178－78－2119

※野焼きに関しては役場総務課まで　℡ 78－2111

春の火災予防運動
　後期高齢者医療制度は75歳以上の方々に安心して必要
な医療を受けていただくとともに将来にわたって国民
皆保険を堅持するため、その医療費を国民全体で支える
制度です。

対象者（被保険者）
◆75歳以上の方（75歳のお誕生日から対象）
　後期高齢者医療制度への加入手続きは不要です。
◆65歳以上74歳未満で一定の障がい※１について認定を
受けた方
　一定の障がいに該当する方の加入（障害認定の申請）
は任意です。75歳になるまでは、いつでも申請する
ことができます。

※生活保護を受給されている場合は、対象外となりま
す。また、後期高齢者医療保険の被保険者になると、
国民健康保険や社会保険の資格は喪失します。

保険証について
◆年度内に75歳到達の方は、お誕生日までに新郷村役場
　から保険証が届きます。
◆障害認定を受けた方は、申請頂いた後日送付されます。

保険料について
◆資格取得した年度分の保険料は納付書による窓口納付
　（普通徴収）になります。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ
　新郷村では、下水道整備区域以外の生活排水対策とし
て、合併浄化槽の設置を推進しています。合併浄化槽は、
トイレだけでなく、台所やお風呂などの雑排水も処理す
ることで、水路や川の汚れを防ぎ、快適な生活環境・農地
水環境づくりに役立ちます。
　補助制度を活用し、合併浄化槽の設置をしましょう。
●補助金の対象区域
　・戸来地区：公共下水道以外の区域
　・西越地区：農業集落排水以外の区域
●補助金の対象者
　・一般住宅（新築・増改築含む）に合併浄化槽を設置する方。
　・村税等を滞納していない方。
●補助金の額・予定基数

・設置費用の３／４が上表の額に満たない場合は、その
額となります。

・工事着工前の申請になります。工事着工後の申請は
できません。

・先着順で受付し、予定数になり次第受付は終了とな
ります。

問い合わせ　役場建設課　 ℡ 78－2111（内403）

令和４年度合併浄化槽設置補助金のご案内

平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集 防衛省自衛官採用試験のご案内

種　　目 応募資格
18歳以上33歳未満の者

（32歳の者は、採用月の１日から起算して
３月に達する日の翌月の末日、33歳に達し
ていない者）

年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。自衛官候補生
（男・女）

受付期間 試 験 日

〈自衛官募集ホームページ〉〈自衛官募集ツイッター〉

※各種お問い合せ、ご質問、資料請求は！八戸市内丸一丁目１－40（本八戸駅から徒歩３分）　青森地方協力本部八戸地域事務所　℡ 0178－45－1921

　令和４年４月１日からの成年年齢の引下げに伴い、今年から18歳、19歳の方も裁判員候補者名簿に
記載される可能性があります。実際に裁判員に選ばれる可能性があるのは令和５年以降となります。
　裁判員を経験した96％の方が、よい経験であったと感じています。裁判員候補者に選ばれた方は、
ぜひ積極的な参加をお願いいたします！

人 槽 区 分
７人槽（130㎡を超える住宅） 735,000円 １基

補助限度額 予定基数

　生ごみは家庭から出される可燃ごみの約５割を占めて
おり、その生ごみのうち、食べられるのに捨てられてし
まう食品、いわゆる「食品ロス」に相当する部分（手つか
ず食品や食べ残し、調理くず）は３割近くあります。「食
品ロス」を減らすためのポイントは３つの「きる」にあり
ます。ライフスタイルを見直し、できることから取り組
んでみませんか。
○１つめの「きる」　食材は使いきる

　買い物前に冷蔵庫の中身をチェックしてから出かけ
ると、不必要な買い物を控えることができます。また、
野菜などを切る時、できるだけ捨てる部分を少なくす
る一工夫が大切です。

○２つめの「きる」　作った料理は食べきる
　料理を作る際は、作りすぎてしまわないように心が
けましょう。また、作った料理は残さず、おいしく食
べるようにし、残ったものはアレンジして違う料理に
すると食べきることができます。

○３つめの「きる」　ごみに出すときは水気をきる
　生ごみの重さのうち約８割は水分です。きちんと水気
を絞ってごみに出せば、ごみの重量や生ごみを燃やす
際のエネルギーを減らすことができます。水切りネット
や水気をしぼるための器具を活用しましょう。余計な
水分を含ませないように、生ごみには水がかからない
ようにしましょう。

問い合わせ　県庁　環境政策課 循環型社会推進グループ
　　　　　　℡ 017－734－9249

生ごみ減量と食品ロス削減に
取り組みましょう！

国民健康保険加入のみなさまへ…
資格喪失届を忘れずに！

　この春、学生から新社会人になるなど、就職すること
により国民健康保険を離脱し、社会保険等に加入する予定
の方は、加入後に国民健康保険の資格喪失の届出を忘れ
ずに行ってください。社会保険等に加入した日（就職し
た日）から、国民健康保険の被保険者証は使用することが
できませんので、必ず返還をお願いします。
○手続きの窓口
　・役場住民課
○手続きに必要なもの
　・国民健康保険被保険者証（返還）
　・社会保険等に加入した証明書または社会保険等被保険者証
　・国民健康保険を離脱する方のマイナンバーが確認できるもの
　・印鑑（世帯主）
　・手続きに来庁される方の身分証明書（運転免許証等）
問い合わせ　役場建設課　 ℡ 78－2111（内603）

　自動車をお持ちの方は引っ越しなどで住所が変わった
ときには、運輸支局で住所の変更登録をする必要があり
ます。自動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸
支局に登録されている住所（車検証に記載されている住
所）にお送りしています。
　３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話又
はＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡ください。ま
た、青森県電子申請・届出システムでも受付しています。
(https://s-kantan.jp/pref-Aomori-u/)
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内205～207、356）
　　　　　　℻ 0178－27－3817

忘れないで、愛車も住所変更

※１　障がいの程度（認定基準）
　　　・国民年金法等障害年金　１級、２級
　　　・精神障がい者保健福祉手帳　１級、２級　
　　　・療育手帳　Ａ（重度）
　　　・身体障害者手帳　１～３級、４級の一部

　※「４級の一部」で該当する障がい
　　①音声、言語機能の著しい障がい
　　②両下肢のすべての指を欠く
　　③一下肢の下腿１／２以上を欠く
　　④一下肢の機能の著しい障がい

〇申請に必要なもの

国民年金証書または各種手帳※２
※２　精神障害者保健福祉手帳
　　　療育手帳
　　　身体障害者手帳　等

「てまえどり」って
知ってるかな？

　買い物のとき、陳列棚の手前
にある賞味期限や消費期限の近
い商品をすすんで買うことだヨ。
「賞味期限」は美味しく食べられ
る期間の目安、「消費期限」は
安全に食べられる期間の目安。
　食べるタイミングを考えて、
できるときは「てまえどり」
してくれるとうれしいな！

もったいない・あおもり県民運動
キャラクター「エッコー」
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18歳から裁判員に！

住宅用火災警報器の設置について

火事見舞金への御協力ありがとうございました！

　火災の逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置
しましょう。設置済みの場合は、定期的に作動確認をし
ましょう。
　また、設置から10年以上経過している場合には、電池
切れなどにより正常に作動しないことがありますので、
10年を目安に新しいものに交換しましょう。
　住宅用火災警報器の詳細については、八戸広域消防
本部のホームページでご確認ください。
https://ｗｗｗ.city.hachinohe.aomori.jp/section/koiki/shobo/
問い合わせ　
　八戸広域消防本部予防課　℡ 0178－44－2133
　五戸消防署西分遣所　　　℡ 0178－78－2119

　令和４年２月３日に釜坂集落で発生した住家火災に際
し、住民の皆様から多くのお気持ちをお寄せいただきまし
たことに深く感謝申し上げます。お寄せいただいた見舞
金は、令和４年３月11日（金）、日本赤十字社青森県支部　
新郷村分区長　新郷村長　櫻井　雅洋　より被災者へ手渡し
ましたのでご報告申し上げます。

見舞金額　２４２，１５０円

実施期間  令和４年４月11日（月）～４月17日（日）
統一標語 「おうち時間　家族で点検　火の始末」

住宅防火  いのちを守る  10のポイント
～４つの習慣・６つの対策～

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎
えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災
の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減
少させ、財産の損失を防ぐことを目的に実施されます。

４つの習慣
○寝たばこは絶対にしない、させない。
○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
○こんろを使う時は火のそばを離れない。
○コンセントのほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策

○火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全
装置の付いた機器を使用する。

○火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する。

○火災の拡大を防ぐために、寝具、衣類及びカーテンは、
防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、
使い方を確認しておく。

○お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。

○防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

西分遣所からのお願い
　新型コロナウイルス感染予防のため、西分遣所に来所
される方は、マスクの着用、手指消毒の実施、検温に
ご協力していただく様よろしくお願いいたします。
問い合わせ
・住宅用火災警報器に関する相談や火災とまぎらわしい

煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出
五戸消防署西分遣所　℡ 0178－78－2119

※野焼きに関しては役場総務課まで　℡ 78－2111

春の火災予防運動
　後期高齢者医療制度は75歳以上の方々に安心して必要
な医療を受けていただくとともに将来にわたって国民
皆保険を堅持するため、その医療費を国民全体で支える
制度です。

対象者（被保険者）
◆75歳以上の方（75歳のお誕生日から対象）
　後期高齢者医療制度への加入手続きは不要です。
◆65歳以上74歳未満で一定の障がい※１について認定を
受けた方
　一定の障がいに該当する方の加入（障害認定の申請）
は任意です。75歳になるまでは、いつでも申請する
ことができます。

※生活保護を受給されている場合は、対象外となりま
す。また、後期高齢者医療保険の被保険者になると、
国民健康保険や社会保険の資格は喪失します。

保険証について
◆年度内に75歳到達の方は、お誕生日までに新郷村役場
　から保険証が届きます。
◆障害認定を受けた方は、申請頂いた後日送付されます。

保険料について
◆資格取得した年度分の保険料は納付書による窓口納付
　（普通徴収）になります。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ
　新郷村では、下水道整備区域以外の生活排水対策とし
て、合併浄化槽の設置を推進しています。合併浄化槽は、
トイレだけでなく、台所やお風呂などの雑排水も処理す
ることで、水路や川の汚れを防ぎ、快適な生活環境・農地
水環境づくりに役立ちます。
　補助制度を活用し、合併浄化槽の設置をしましょう。
●補助金の対象区域
　・戸来地区：公共下水道以外の区域
　・西越地区：農業集落排水以外の区域
●補助金の対象者
　・一般住宅（新築・増改築含む）に合併浄化槽を設置する方。
　・村税等を滞納していない方。
●補助金の額・予定基数

・設置費用の３／４が上表の額に満たない場合は、その
額となります。

・工事着工前の申請になります。工事着工後の申請は
できません。

・先着順で受付し、予定数になり次第受付は終了とな
ります。

問い合わせ　役場建設課　 ℡ 78－2111（内403）

令和４年度合併浄化槽設置補助金のご案内

平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集 防衛省自衛官採用試験のご案内

種　　目 応募資格
18歳以上33歳未満の者

（32歳の者は、採用月の１日から起算して
３月に達する日の翌月の末日、33歳に達し
ていない者）

年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。自衛官候補生
（男・女）

受付期間 試 験 日

〈自衛官募集ホームページ〉〈自衛官募集ツイッター〉

※各種お問い合せ、ご質問、資料請求は！八戸市内丸一丁目１－40（本八戸駅から徒歩３分）　青森地方協力本部八戸地域事務所　℡ 0178－45－1921

　令和４年４月１日からの成年年齢の引下げに伴い、今年から18歳、19歳の方も裁判員候補者名簿に
記載される可能性があります。実際に裁判員に選ばれる可能性があるのは令和５年以降となります。
　裁判員を経験した96％の方が、よい経験であったと感じています。裁判員候補者に選ばれた方は、
ぜひ積極的な参加をお願いいたします！

人 槽 区 分
７人槽（130㎡を超える住宅） 735,000円 １基

補助限度額 予定基数

　生ごみは家庭から出される可燃ごみの約５割を占めて
おり、その生ごみのうち、食べられるのに捨てられてし
まう食品、いわゆる「食品ロス」に相当する部分（手つか
ず食品や食べ残し、調理くず）は３割近くあります。「食
品ロス」を減らすためのポイントは３つの「きる」にあり
ます。ライフスタイルを見直し、できることから取り組
んでみませんか。
○１つめの「きる」　食材は使いきる

　買い物前に冷蔵庫の中身をチェックしてから出かけ
ると、不必要な買い物を控えることができます。また、
野菜などを切る時、できるだけ捨てる部分を少なくす
る一工夫が大切です。

○２つめの「きる」　作った料理は食べきる
　料理を作る際は、作りすぎてしまわないように心が
けましょう。また、作った料理は残さず、おいしく食
べるようにし、残ったものはアレンジして違う料理に
すると食べきることができます。

○３つめの「きる」　ごみに出すときは水気をきる
　生ごみの重さのうち約８割は水分です。きちんと水気
を絞ってごみに出せば、ごみの重量や生ごみを燃やす
際のエネルギーを減らすことができます。水切りネット
や水気をしぼるための器具を活用しましょう。余計な
水分を含ませないように、生ごみには水がかからない
ようにしましょう。

問い合わせ　県庁　環境政策課 循環型社会推進グループ
　　　　　　℡ 017－734－9249

生ごみ減量と食品ロス削減に
取り組みましょう！

国民健康保険加入のみなさまへ…
資格喪失届を忘れずに！

　この春、学生から新社会人になるなど、就職すること
により国民健康保険を離脱し、社会保険等に加入する予定
の方は、加入後に国民健康保険の資格喪失の届出を忘れ
ずに行ってください。社会保険等に加入した日（就職し
た日）から、国民健康保険の被保険者証は使用することが
できませんので、必ず返還をお願いします。
○手続きの窓口
　・役場住民課
○手続きに必要なもの
　・国民健康保険被保険者証（返還）
　・社会保険等に加入した証明書または社会保険等被保険者証
　・国民健康保険を離脱する方のマイナンバーが確認できるもの
　・印鑑（世帯主）
　・手続きに来庁される方の身分証明書（運転免許証等）
問い合わせ　役場建設課　 ℡ 78－2111（内603）

　自動車をお持ちの方は引っ越しなどで住所が変わった
ときには、運輸支局で住所の変更登録をする必要があり
ます。自動車税種別割の納税通知書は、原則として運輸
支局に登録されている住所（車検証に記載されている住
所）にお送りしています。
　３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話又
はＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡ください。ま
た、青森県電子申請・届出システムでも受付しています。
(https://s-kantan.jp/pref-Aomori-u/)
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内205～207、356）
　　　　　　℻ 0178－27－3817

忘れないで、愛車も住所変更

※１　障がいの程度（認定基準）
　　　・国民年金法等障害年金　１級、２級
　　　・精神障がい者保健福祉手帳　１級、２級　
　　　・療育手帳　Ａ（重度）
　　　・身体障害者手帳　１～３級、４級の一部

　※「４級の一部」で該当する障がい
　　①音声、言語機能の著しい障がい
　　②両下肢のすべての指を欠く
　　③一下肢の下腿１／２以上を欠く
　　④一下肢の機能の著しい障がい

〇申請に必要なもの

国民年金証書または各種手帳※２
※２　精神障害者保健福祉手帳
　　　療育手帳
　　　身体障害者手帳　等

「てまえどり」って
知ってるかな？

　買い物のとき、陳列棚の手前
にある賞味期限や消費期限の近
い商品をすすんで買うことだヨ。
「賞味期限」は美味しく食べられ
る期間の目安、「消費期限」は
安全に食べられる期間の目安。
　食べるタイミングを考えて、
できるときは「てまえどり」
してくれるとうれしいな！

もったいない・あおもり県民運動
キャラクター「エッコー」



各種相談

　新郷村新型コロナウイルス検査費助成事業、
新郷村高齢者等新型コロナウイルス検査費助成
事業は、令和４年３月31日をもちまして、助成
申請の受付を終了させていただきます。病院で
自費での検査をされた方で、まだ申請をされて
いない場合、お早めにご相談ください。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555（内12）

新型コロナウイルス検査費
助成受付終了のお知らせ４月

男　1,132人（－６人）
女　1,155人（－４人）
計　2,287人（－10人）
世帯数906世帯（＋１世帯）
（令和４年２月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

12

燃えるごみ収集日

〈令和３年度卒業者数〉
新郷小学校　　　18名
新郷中学校　　　９名

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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今月の話題

燃えるごみ収集日

我 が 家 の 家 族 紹 介

虎之介くん（５ヶ月）
地区：西越
内気な性格で、初めて会う人
には緊張しちゃう。家族に
は、とっても甘えん坊。

キキちゃん（９ヶ月）
地区：西越
猫カフェからやってきまし
た。おとなしくマイペースな
性格。

ご卒業おめでとうございます！

村民相談
毎週月曜・木曜
午前９時～午後４時

（相談室）
人権相談
４月８日　午前９時～正午

（相談室）
障がい者出張相談
４月13日  ※予約制
℡61－7555

（総合福祉センター）
行政相談
４月19日　午前９時～11時

（相談室）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
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2022年
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ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

卯月
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昭和の日
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資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）
人権相談

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

行政相談第449回
親子早起き掃除

障がい者出張相談
（予約制）

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集受付
（～11日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
粗大ごみ収集日

燃えないごみ収集日

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）
乳児・１歳６ヶ月児・
２歳児健康診査

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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